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自己紹介
会社︓①住友重機械⼯業㈱ 運搬機械事業部設計部入社

②住友重機械⼯業㈱ 本社経営品質推進室
③住友建機製造㈱ 経営⾰新G
④住友重機械搬送ｼｽﾃﾑ㈱ 品質保証部，情報システム部，エンジニアリング部
⑤マネージメントＴＥＣ 代表

仕事︓①設備計画設計︓発電所、各種大型クレーン・搬送設備
②新商品開発︓WTG、大容量地下式駐⾞場、主⼒機種モデルチェンジ（VE）
③情報システム︓⽣産管理システム、リモート監視システム（５Ｇ利活⽤含む）
④全社問題解決⼒向上推進スタッフ（マスターブラックベルト、VE講師）

資格︓①国家資格／技術⼠（経営⼯学）・・・専門分野「品質管理・信頼性設計」
② Citified Value Specialist（CVS︓国際認定ﾊﾞﾘｭｰｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ）
③シックスシグマ・マスターブラックベルト（米国SSQ認定）
④ＱＣサークル上級指導⼠（日本科学技術連盟）
⑤信頼性専門技術者（日本科学技術連盟）
⑥品質管理(QC)検定⼀級認定（日本規格協会）
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商品力とは…
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価値の評価尺度

価値：
顧客の満足
の度合い

機能：得られた効用
の大きさ

コスト：支払った
費用の大きさ

＝

Value  Ｖ：Value  

Function  Ｆ：Function  

Ｃ：Cost  

ＶＥの基本式

ＶＥの評価尺度は
顧客の思考形態を
忠実に表している

Value Engineering

管理技術固有技術

熱処理、切削加
工、溶接、組立

生産技術

CAD、FEM(有
限要素法)、CAE      

計算能力

機構・構造、応力、
制御、結合、ｼｽﾃﾑ

設計技術

アイデア発想、
構想、価値工
学(VE)

創造技術

開発戦略、商品
戦略、製造戦略
調達戦略

戦略技術

QC、6σ、IE、
OR ⇒問題解決力

解析技術

ここで差がつく
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左脳と右脳

調和
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経営品質向上活動
（ＳＨＩの例）

’８３ 小集団活動（ＱＣサークル）
’８４ ＶＥ導入
’８５ ＴＱＣ導入
’８６ 方針管理
’８７ 品質保証体系図

’９０ フェーズ管理
’９３ ＩＳＯ認証取得開始
’９３ ＴＱＣＣ活動
’９４ ＩＥ（ＮＰＳ）
’９５ ステコン体質評価指標

’９９ シックスシグマ（DMAIC) 

’００ シックスシグマ（DMACS) 

’０２ TOC 
’０３ TPS 

’０４ 品質経営
’０５ QMS監査
’０６ プロセスイノベーション
’０７ ＤＦＳＳ
’０８ 経営の品質

’０９ シックスシグマ経営
’１０ ＳＭＯＯＬ

成長の階段

あらゆる活動の基礎・基盤
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事例紹介

 VE：一流商品化への道のり

 QC：現場が仕掛けた生産革新

 6シグマ：基本的考え方

～道路機械を通じて社会に貢献する～

8



終わり
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